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202 攣光星観測報告　（小山秋雄）
自分の観測の精度が知れるから一度はやって見る必要がある．RCor．ε
RY　Sgr．εは何時下降するかわからぬから，一週に一度位は絶えず注意
して我國にて野立に見守ってみねばならぬ．
　小望遠を有される方にはミラ型で主ξして赤道以南の南天の星をおす、
めする．
　10糎程度を所有する方にはUGem型を共同してやっていた　N“きたい．
　かなり精確な観測のできる様になれば，双眼鏡を有する方でも，yCep．
型や範園のせまいミラ型を少し研究的に観て欲い．丁丁法にも慣れたなら
ばKukarkfn（300頁参照）や次の神田清氏の如き素人ばなれをしナこ観測結
果を護表する事が出來る．
　SS　Cep．（033380）は1910年に嚢見せられたものであるがまだ憂光の模
様は研究されてるなかった，清氏は1922年より今迄観測を綾け，10個の極
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ大712個の極小より　M　＝＝　JD．2423450．5十100．4E　M－m＝：：44日
　憂光範園7．O－8．0等．を定められた．同好會の’三二からも一日も速にか
くの如き観測者の輩出せられん事を切望してみる．
　たての：Rの週期最近到着しナこハーバード．ブレテンに同天文台にて研究
してみるGerasimovi6は次の如し述べてみる。「R　Sctは過去130年間にそ
　　　　　ロ　　　　　　　　　　　ヨの週期がエ39．より次第に147．にまで延びて來たが1890年以來その週期は略
一定である。更にごく最近の観測を用みるεごく少し週期が短くなって來
ナこ襟である。或ひは今世紀の初がその最長の週期の時で今後次第に減少す
るのか知れない此庵藪年間の蓮績観測が非常に望ましい。」（RSctは多くの
観測者を有してみるが、永年の間観測を綾けてるてその観測に充分の信頼
を於ける入は案外少いから、熟心な研究な人に観測をお奨めする。小山）
　　　　　　　　邊　別　の　歌
酒くみて　舟のうへゆく　A、ナこかナこの　ほしの海路や
いかに樂iしき
ほさもなく　かへれ我がやに　教子は　南のそらを
あふぎてぞまつ
　　　　　　　　　　　　七十七翁　村岡範爲馳
